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センター通信 
  発行所  広島市就労支援センター 

（社会福祉法人 広島市手をつなぐ育成会受託） 

     TEL（082）537-1331 

     FAX（082）537-1332  

E-mail：si-jusan＠gaea.ocn.ne.jp 

http://h-shisyurou.jp/ 

 Create(創造) ,Challenge(挑戦),Collaborate(協働)を大切に 

                                           

今年の冬は、新型コロナウイルスの感染拡大とインフルエンザの同時流行が広がっていて、寒波

の到来と共に感染者数が増えている状況です。皆様は元気に過ごされておいででしょうか。 

新型コロナが第 5類への移行となって以来、様々なイベントが開かれ、広島市就労支援センター

もうれしい悲鳴を上げながら出店支援や販路拡大の取組を進めています。 

 

 

１０月２６日（木）１４：００～１６：００に広島市就労支援センターの

主催で、広島市手をつなぐ育成会 本館１階 ボランティア活動室におい

て、久保 咲央里氏（デザインオフィス仔ざる貯金 デザイナー・イラス

トレーター・システムエンジニア）を講師にお招きして『魅せるディスプ

レイと POP』と題して、研修会を開きました。１０事業所１７名が参加さ

れました。 

研修の内容は、各事業所から、事前に提出していただいた POPデータ、

販売しているディスプレイの正面からの写真、（写真に写っていない）ディ

スプレイ用什器の写真をもとにして、お客様を引き付けるディスプレイや 

POP の効果的な活用方法を学び、売り上げアップにつながるような研修でした。 

また、研修終了後に個別相談を受け付け、より具体的にアドバイスを受けられました。 

参加された皆さんの感想として、 

・売り手目線ではなく、まず買い手の立場になる事の大切さをわかりやすく教えていただきました。

普段ブースで正面から見る（しっかり）事がなかったので例を写真で示してもらい自分たちのブ

ースとの違いが目で見て理解できました。買い手に伝わるディスプレイを考えてみたいと思いま

す。ありがとうございました。 

・先生の説明が分かりやすかったです。改善策を的確に教えていただいたので直ぐにでも改善でき

ると思います。他の施設の売り場も見ることができて色々考えさせられた研修になりました。有

難うございました。 

・遠くから見て一目で何を売っているかわかる POP、言葉は少なくシンプルに伝える、立体的な

ディスプレイがとても大切だとわかりました。たくさんの商品をいかにきれいにわかりやすくま

とめるか帰ってスタッフと相談したいと思います。大変勉強になりました。有難うございました。 

・本日は勉強会（研修会）を企画してくださり有難うございました。とても勉

強になりました。いつも販売をしながら改善できずにいたところにタイムリ

ーにご連絡を頂きやっと今日を迎えられてうれしかったです。他の事業所さ

んの悩みも共有出来たことも良かったです。次回またありましたら、参加を

希望いたします。久保さんのソフトな話し方もとても良かったです。（見習

います） 等、有意義な研修会だったと振り返られていました。 

202３年 12 月、202４年 1 月〔第 27７号〕 

『魅せるディスプレイと POP』広島市就労支援センター主催の研修会 
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秋のアートなおひさまマルシェを開催しました。 

日程 10 月 11日（水）から 10 月 24日（火） 

場所 広島三越一階 

参加事業所 ２２事業所 

報道関係 NHK、中国新聞、毎日新聞 

 初めての秋での開催となるおひさまマルシェを広島市就労支援セン

ターと共同で開催しました。吉清有三氏の総合プロデュースを得て、

アートをテーマに、秋に身に着けたいアクセサリー、雑貨スイーツや

パンなどを販売し、商品を通じて障害のある人の仕事と活動を知って

頂くことができました。 

【色鮮やかなハンドタオル】 

障害のあるアーティストが描いた作品がそのままハンドタオルとなり、２５種類出品されました

愛らしい動物など様々なデザインのハンドタオルは、障害者アートへの関心を高める機会となりま

した。 

【STU48兵頭葵さんによる障害者支援の取組】 

今回も障害者福祉サービス事業所のさをり織り工房、アクセサリー工房を訪問され、障害のある

方々と交流しながら、商品の製造に関わって頂きました。さらに会場での販売応援にも駆けつけて

くださり、商品の魅力を PR 頂きました。 

【関係者一体となった取組と成果】 

 参加事業所の皆様には、商品の準備、搬入や店番、広報など一体となってイベントを盛り上げて

頂きました。広島三越様には２週間にわたり一階の会場をお貸しくださるなど、ご配慮を頂きまし

た。この販売会を通じて、障害のある人が生産する商品の魅力と品質の良さへの理解が進んでいる

ことを感じました。   （文責 広島県就労振興センター事務局長 八幡 毅） 

 

 

１１月５日（日）に育成会まつりが４年ぶりに開催されました。 

会場の三篠小学校体育館はたくさんの

人で大賑わいでした。育成会まつりの目的

は、知的な障害のある方たちと地域との触

れ合いです。 

各区育成会会員による作品や各事業所

による作品が給食室前で展示されました。

バザーやゲームコーナー、遊休品の販売や

弁当や飲み物、小物、クッキーやキノコの

販売もありました。 

また、ステージ発表もあり大いに盛り上がりました。育成会まつり

の目的の通りたくさんのふれあいの中、皆さん楽しく過ごされていま

した。 

アートなおひさまマルシェ開催 

育成会まつりが開かれました。 
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事業所名 つなげよう。農ある暮らしとＩＣＴ。(一般社団法人百人邑) 

電話番号（０８２）２１８-２２５３  所在地 広島市安佐北区安佐町飯室 2126 

百人邑では

「広島県に自

然の力で人を

癒す【薬草の

里】を創る！」

を目標に、「半

農×半 ICT」

の新しいカタチで農福連携に取り組んでいます。 

自主製品は、漢方薬の生薬にも使われる薬用作物当

帰（トウキ）を無農薬で栽培し、葉と茎を加工した薬

草浴湯材「当帰湯」です。 

草取りや収穫を利用者さんと共に手作業で行い、大

切に育てています。 

様々な漢方薬にも使われる当帰のお湯により、

良質な入浴体験はいかがでしょう。 

（文責 崎井 郁）                 百人邑オンラインショップ→  

 

事業所名 就労継続支援 B 型事業所 ワークハウススマイル 

 

電話番号（082）258-2701   

所在地 広島市南区段原 3 丁目 21－7 Next Hiroshima３階 

広島市南区段原にあるワークハウススマイルです。 

利用者さんご本人の体調や意思を尊重しながら仕事に

取り組んで頂いています。10 代から 60代までの幅広

い年齢層でお互いに協力し日々頑張っています。 

自主製品の中で定番人気はデコノートとマグネット

クリップです。型取り、テープや布の貼り付けなど細

かい工程もありますが、それぞれの得意分野を活かし

皆で作り上げています。 

最近はイラストを描くのが好きな利用者さん達とプ

ラバンブローチの作成も始めました。個性のある色使

いでとても可愛く仕上がっています。ぜひ一度ご覧に

なって下さい。 

（文責 三原 健司） 

事業所自主製品紹介コーナー 
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 銀行業務を離れて１年４か月が経過し、束の間の静寂の時を超えて、あの頃の目まぐるしいスピ

ード感の日々がフラッシュバックのように再び訪れようとしている。コロナ収束にともないイベン

ト開催も増加傾向にあり、事業所の自主製品出店販売の機会も増えつつある。企業、団体もイベン

ト開催に積極的になってきており、イベントへの出店依頼も多数来るようになった。 

事業所の販路拡大のツールとしては２つある。１つは各事業所で独自に製作している自主製品。

もう１つは軽作業等の作業の受注である。今までは後者の作業の受注に特化した営業活動をしてい

たが、最近では前者の自主製品の販路拡大にシフトしつつある。自主製品の販路拡大となると、出

店販売ごとの売上金が注目されがちである。実際、売上金を増加させるために営業活動を行うこと

に間違いはない。ただ、本当の利用者の喜びはそこではない気がする。 

先日、某企業の感謝祭のイベントに１１事業所で出店販売として参加させてもらった。企業の厚

意により会場のセンター部分にブースを設置していただいた。各事業所は趣向を凝らしたディスプ

レイで雑貨、パン、クッキー等を販売した。売上金はまずまずであったがそれ以上に、他のブース

と比べ事業所のブースは輝いていた。華やかなディスプレイもさることながら、利用者がいること

で多種多様な人の集まりとなり、華やいでいた。陳列してある自主製品も全てオンリーワンであり、

唯一無二のものばかりだ。ひとつひとつの商品に利用者の思いが込められており、その重みは手に

取れば解かる。大量生産は出来ない物ばかりであり、経済学でいうマーケティング論はおよそ適用

し難い。販路拡大の手段としては、如何にお客様に手に取って見てもらう機会を増やせるかであろ

う。 

出店販売にはその醍醐味のひとつとして他事業所との交流がある。一つの事業所が完売すると他

の事業所も一緒に拍手をして喜び合う。イベント終了後に利用者とハイタッチを交わす。そんなシ

ーンを何度か見てきた。あるイベント終了数日後、事業所の管理者から売上報告とともに「一緒に

行ったメンバーはとても充実した一日だったようです」と御礼のメールが届いた。なによりも嬉し

い言葉である。障害者の方は地上に舞い降りた天使ではないか、と私は思うことがある。私の仕事

は販路拡大して売上金を延ばすことだけではない。この子達にもっといろんな世界を見せてあげた

い。いろんな企業のイベント、大学での出店、行ったことのない大型ショッピングモールの出店等、

いろんな経験をさせてあげたい。 

以前から、福祉においてノーマライゼーションという言葉がよく言われる。私の仕事はまさにこ

のノーマライゼーションを企業、団体に啓蒙してまわることではないか。障害者は人類史上、紀元

前から存在する。聖書の中では障害者について次のように書かれている。「この人が罪を犯したの

でもなく、両親でもありません。神のわざがこの人に現れるためです」と。この業務によって、

この社会の平準化の一助を担えればと切に願うものである。   

                          広島市就労支援センター 豊田章裕 

 

受注コーディネーターの渡邉です。就労支援センターでの勤務を始めて早 3

カ月が経ちました。曜日を忘れるほど忙しい日々が続いています。眠っていた

イベントの再開や、新しく始まった出店販売の支援に力を注いできました。企

業さまの社内イベントや学園祭に参加させて頂いたり、定期的に場所をお借り

してお昼時間に販売をさせて頂いたりしました。「買って応援！福祉の輪！」

営業活動における随想 
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を掲げることで、沢山の方々が応援・協力をしてくださっています。とても感謝するとともに温か

い気持ちにもなります。このまま順調に進むよう見守りながら次の段階に進みたいと考えています。 

最近は特に人手不足で事業所から出ることが難しいと伺うようになりました。これからは事業所

を訪問させて頂き、その事業所にあった内職や提案をさせて頂く業務の進捗に努めていきたいと思

います。広島市内だけでも多くの事業所があります。まだ手を取り合っていない所が沢山あります。

気軽に話や相談ができ、一緒に考えていけるセンターになればと常々思っています。 

 

  

 

12 月、1 月の出店販売日は次のとおりです。販売時間は 12：00～13：00 です。 

 

 

 広島市役所 1 階ロビー（東側） 

出店販売日  事業所（１） 事業所（2） 

 

12 

月 

５日 火 SOARきつつき パンダハウス 

８日 金 いしうちベーカリー LOVEART 

1２日 火 ピース・ドリーム作業所 Smile ふぁ～む 

1５日 金 Ｂスマイル とまとの木 

１９日 火 広島市皆賀園 ワークハウススマイル 

2２日 金 SOARきつつき SRA 横川南 

 

1 

月 

９日 火 ピース・ドリーム作業所 LOVEART  

1６日 火 Ｂスマイル おりづる作業所 

１９日 金 SOARきつつき ノア 

2３日 火 いしうちベーカリー つくしんぼ作業所 

2６日 金 ピース・ドリーム作業所 おりづる作業所 

 3０日 火 SOARきつつき アイラブ作業所 

  安佐北区役所１階ロビー 安佐北区総合福祉センター２階 

 

12 

月 

７日 木 ベジモファーム B ひろしま 就労継続支援 B型 MIRAIMA 

１２日 火 ふたつかの里 つなげよう。農ある暮らしと ICT 

1４日 木 ラフォーレ高陽 ベジモファーム B ひろしま 

1９日 火 ラフォーレ高陽  

2１日 木 ベジモファーム B ひろしま ぽこ和ぽこ 

2６日 火 ラフォーレ高陽 可部つちくれの家 

 

1

月 

９日 火  つなげよう。農ある暮らしと ICT 

1１日 木 就労継続支援 B型 MIRAIMA ベジモファーム B ひろしま  

1６日 火 ラフォーレ高陽  

1８日 木 ベジモファーム B ひろしま ぽこ和ぽこ 

2３日 火 ラフォーレ高陽  

2５日 木 つなげよう。農ある暮らしと ICT ベジモファーム B ひろしま 

３０日 火  可部つちくれの家 

広島市役所は火・金曜日、安佐北区役所等は火・木曜日に出店販売しています‼ 

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 
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イベント情報 

 僕らのアトリエ in アステール 
市立広島特別支援学校及び小・中学校特別支援学級の児童生徒が製作した作品の展示と共に福

祉事業所の作品（製品）の展示会を合同で開催します。 

福祉事業所〔1１事業所予定〕の作品は展示販売します。 

ご来場をお待ちしております。                   

会 場：ＪＭＳアステールプラザ  

市民ギャラリー（広島市中区加古町 4-17） 
開催日：令和６年 1 月 1８日（木）～2０日（土） 
展 示：10：00～19：00（最終日のみ 16：00 終了） 
販 売：10：00～17：00（最終日のみ 16：00 終了） 


